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学
生
を
交
え
た
少
人
数
の
勉

強
会
の
実
施
を
決
め
た
。
後

半
は
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
の
馬

塲
杉
夫
学
長
に
よ
る
講
話
が

行
わ
れ
、
経
営
の
視
点
か
ら

専
修
大
学
の
取
り
組
み
や
現

在
の
状
況
、
今
後
の
予
測
を

解
説
。
「
卒
業
生
の
誇
り
と

な
り
、
学
生
が
成
長
を
実
感

で
き
る
大
学
を
目
指
し
て
い

く
」
と
展
望
を
語
っ
た
。

　
２
０
２
６
年
度
の
校
友
会

定
時
総
会
が
７
月
11
日
、
新

宿
区
の
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

で
開
か
れ
た
。
全
国
か
ら
約

２
５
０
人
の
校
友
が
集
い
、

旧
交
を
温
め
た
。

　
校
友
会
は
２
０
２
７
年
に

創
立
１
４
０
周
年
を
迎
え

る
。
桃
野
直
樹
校
友
会
長
は

「
全
３
１
５
支
部
の
活
動
が

活
発
化
す
る
な
か
、
今
後
も

校
友
の
つ
な
が
り
を
生
か
し

て
大
学
を
盛
り
上
げ
て
い
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
松
木
健
一
理
事
長
は
「
校

友
の
皆
さ
ん
の
活
躍
を
大
学

の
活
力
に
変
え
、
時
代
の
変

化
に
合
わ
せ
て
成
長
し
て
い

く
」
と
述
べ
た
。
総
会
に
は

日
髙
義
博
総
長
、
馬
塲
杉
夫

学
長
を
は
じ
め
、
多
く
の
来

賓
が
出
席
。
俳
優
の
永
島
敏

行
さ
ん
（
昭
54
文
）
、
野
球

部
監
督
の
町
田
公
二
郎
さ
ん

（
平
４
商
）
ら
各
界
で
活
躍

す
る
校
友
15
人
が
ス
テ
ー
ジ

に
上
が
る
と
、
会
場
か
ら
盛

大
な
拍
手
が
あ
っ
た
。

　
野
球
部
、
ラ
グ
ビ
ー
部
、

陸
上
競
技
部
、
石
巻
専
修
大

学
の
硬
式
野
球
部
、
女
子
競

走
部
に
支
援
金
が
贈
ら
れ
た

後
、
全
学
応
援
団
が
力
強
い

演
舞
を
披
露
。
全
員
で
校
歌

を
斉
唱
し
た
。

　
定
時
総
会
で
は
、
参
加
者

　「
好
き
な
こ
と
を
仕
事
に
し
た
い
」
。
20

代
半
ば
で
保
険
業
界
か
ら
憧
れ
の
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
業
界
へ
転
身
し
た
川
瀬
さ
ん
。
ア

シ
ス
タ
ン
ト
を
経
て
、
現
在
は
フ
リ
ー
の

ス
タ
イ
リ
ス
ト
と
し
て
『
Ｃ
ａ
ｎ
Ｃ
ａ
ｍ
』

『
Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｙ.

』
な
ど
の
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
誌
で
活
躍
。
モ
ー
ド
感
の
あ
る
モ
ノ

ト
ー
ン
ス
タ
イ
ル
と
、
女
性
ら
し
さ
を
引

き
立
て
る
遊
び
心
あ
る
ア
イ
テ
ム
選
び
を

得
意
と
し
て
い
る
。

　
ス
タ
イ
リ
ス
ト
の
活
動
の
場
は
、
広
告

や
テ
レ
ビ
、
映
画
、
演
劇
な
ど
多
岐
に
わ

た
る
。
そ
の
な
か
で
も
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
誌

の
仕
事
が
一
番
好
き
と
語
り
、「
常
に
新
た

な
ト
レ
ン
ド
を
生
み
出
し
、
発
信
し
続
け

る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
誌
は
、
洋
服
を
愛
す
る

者
に
大
き
な
刺
激
と
喜
び
を
与
え
て
く
れ

る
」
と
目
を
輝
か
せ
る
。
ト
レ
ン
ド
を
象

徴
す
る
企
画
を
、
自
分
ら
し
い
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
で
表
現
し
、
多
く
の
人
へ
届
け
ら

れ
る
こ
と
に
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
る
。

　
洋
服
の
魅
力
を
引
き
出
し
、
モ
デ
ル
を

輝
か
せ
る
仕
事
は
華
や
か
に
見
え
る
が
、

誌
面
制
作
の
舞
台
裏
は
息
つ
く
暇
も
な
い

ほ
ど
に
慌
た
だ
し
い
。
企
画
が
決
ま
る

と
、
30
〜
40
も
の
ブ
ラ
ン
ド
を
回
っ
て
服

や
小
物
を
集
め
、
何
パ
タ
ー
ン
も
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
を
組
む
。
撮
影
が
終
わ
れ

ば
、
そ
の
日
の
う
ち
に
返
却
準
備
を
し
て

翌
日
に
は
す
べ
て
返
却
。
一
連
の
作
業
を

わ
ず
か
１
週
間
程
度
で
こ
な
す
。
こ
の
ス

ピ
ー
ド
感
と
、
１
着
ず
つ
真
摯
に
向
き
合

う
プ
ロ
意
識
が
あ
っ
て
初
め
て
、
魅
力
的

な
誌
面
が
完
成
す
る
。

　
独
立
し
た
当
初
は
仕
事
が
少
な
く
、
苦

し
い
時
期
も
経
験
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、

第
一
線
で
活
躍
す
る
今
も
「
い
た
だ
い
た

仕
事
は
絶
対
に
妥
協
し
な
い
」
と
、
変
わ

ら
ぬ
信
念
を
貫
く
。
自
分
が
「
か
わ
い
い
」

と
思
う
ペ
ー
ジ
を
全
力
で
つ
く
る
。
ぶ
れ

な
い
姿
勢
で
周
囲
か
ら
の
信
頼
と
現
在
の

地
位
を
築
い
た
。「
編
集
担
当
者
か
ら
の

『
次
も
お
願
い
し
ま
す
』
と
い
う
言
葉

は
、
こ
だ
わ
り
抜
い
た
仕
事
に
対
す
る
最

高
の
評
価
で
す
」
。

　
昔
か
ら
洋
服
が
好
き
で
、
専
大
在
学
中

も
お
気
に
入
り
の
シ
ョ
ッ
プ
に
熱
心
に
通

っ
て
い
た
と
い
う
。
店
頭
に
並
ぶ
品
々
か

ら
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
、
知
識

と
感
性
を
磨
い
た
時
間
は
、
ス
タ
イ
リ
ス

ト
と
し
て
仕
事
を
楽
し
む
川
瀬
さ
ん
の
原

体
験
だ
。

　
「
好
き
な
こ
と
を
仕
事
に
し
た
ら
人
生

は
も
っ
と
楽
し
く
な
る
」。
こ
れ
か
ら
社

会
に
出
る
専
大
生
に
「
大
学
４
年
間
は
自

由
に
使
え
る
時
間
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
何

に
で
も
挑
戦
で
き
る
。
夢
中
に
な
れ
る
も

の
を
見
つ
け
て
、
将
来
に
つ
な
げ
て
ほ
し

い
」
と
温
か
な
エ
ー
ル
を
送
る
。

川
か わ

瀬
せ

 英
え

里
り

奈
な

さん（平21法）

ファッション誌で活躍するスタイリスト

こ
だ
わ
り
の
１
着 

誌
面
で
魅
せ
る

キャンパス・ハラスメント対策室 TEL：044-900-7858
E-mail：camhara@acc.senshu-u.ac.jp

コミュニケーションとしての「同意」
　「同意」というと、性

行為のときに「してい

い？」と確認すること

を思い浮かべるかもしれません。でも、「相手に

聞いてから行動する」というのは、性行為に限

った話ではありません。たとえば、友人のスマ

ートフォンを見せてもらいたいとき、親が子ど

もの部屋に入るとき、友達にものを借りるとき。

「いい？」と一言尋ねるだけで、相手の気持ちや

意思を尊重することができます。反対に、「家族

だから」「仲のいい友達だから」「学生だから」と、

相手の気持ちを確認せずに自分の判断で決めて

しまっていないか、と立ち止まって考えてみる

ことも大切です。自分にとって当たり前のこと

が、相手にとっても当たり前とは限らないから

です。

　そして、「嫌なら断っていい」「断られても、相

手の気持ちを尊重する」という関係をつくるこ

とです。これは、恋人同士でも、同性の友人同士

でも、親子でも、教員と学生でも同じです。関

係性によっては、一方が断りにくいこともある

からこそ、「どうする？」と尋ね、相手が「ＮＯ」

と言える余地をつくることも大切でしょう。

　「どうしたい？」「〇〇していい？」と聞く。

「私はこう思う」と伝える。「今はやめておく」と

言う。そして、相手のＮＯを受け止める。こう

したやりとりを重ねることが、コミュニケーシ

ョンの基本なのではないでしょうか。同意を大

切にすることは、相手をコントロールすること

ではなく、相手を一人の人として尊重すること

です。そうした小さなやりとりの積み重ねが、

互いに安心して話せる関係をつくっていくので

はないでしょうか。

（キャンパス・ハラスメント対策室員杉橋やよい）

か
ら
寄
付
が
寄
せ
ら
れ
た
。

内
訳
は
大
学
へ
の
寄
付
　
法

人
・
団
体
２
件
２
万
円
、
個

人
15
件
14
万
５
０
０
０
円
。

校
友
会
へ
の
寄
付
　
２
万
７

６
１
円
。

あ
い
さ
つ
す
る
桃
野
校
友
会
長

▲ 多くの校友でにぎわった定時総会　

各界で活躍する校友が会を盛り上げた ▶

　
体
育
会
空
手
部
の
創
部
80

周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
が

８
月
１
日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ

ス
で
開
か
れ
た
。
卒
業
生
、

現
役
部
員
を
は
じ
め
、
馬
塲

杉
夫
学
長
、
松
木
健
一
理
事

長
ら
が
出
席
し
た
。

　
空
手
部
は
戦
後
間
も
な
い

１
９
４
６
年
９
月
に
創
部
。

強
さ
を
誇
る
の
で
は
な
く
、

「
基
本
・
型
・
約
束
組
手
」

を
通
じ
た
自
己
鍛
錬
を
重
視

し
て
き
た
。

　
式
典
で
は
、
長
年
に
わ
た

っ
て
部
を
支
え
て
き
た
染
谷

芳
夫
元
総
師
範
（
昭
30
経
済
）

に
感
謝
状
を
贈
呈
。
現
役
部

員
に
よ
る
演
武
も
行
わ
れ

た
。
空
手
部
は
受
け
継
い
で片山慈主将（法４）の演武

企
業
家
ク
ラ
ブ

 

第
12
回
総
会

　
本
学
卒
業
生
の
経
営
者
や

元
経
営
者
で
つ
く
る
「
専
修

大
学
企
業
家
ク
ラ
ブ
」（
田

村
実
会
長

昭
47
経
営
）
の

第
12
回
総
会
が
７
月
18
日
、

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ

た
。
会
員
ら
約
20
人
が
出
席

し
、
今
後
の
活
動
に
つ
い
て

意
見
を
交
わ
し
た
。

　
今
年
度
は
、
後
期
の
正
規

授
業
へ
の
講
師
派
遣
や
、
在

校
友
会
情
報

校
友
会
情
報

校
友
会
ワ
イ
ン
大
学

開
催
の
お
知
ら
せ

　「
校
友
会
ワ
イ
ン
大
学
」

が
今
年
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

在
学
生
、
校
友
は
じ
め
多
く

の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

▽
11
月
20
日（
金
）18
時
30
分

空
手
部
創
部

空
手
部
創
部
8080
周
年
周
年

記
念
式
典
・
祝
賀
会

記
念
式
典
・
祝
賀
会

校友会定時総会校友会定時総会 全国から参集
旧交を温める

〜
▽
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
10
号

館「
相
馬
永
胤
記
念
ホ
ー
ル
」

※
会
費
等
、
詳
細
は
校
友
会

Ｈ
Ｐ
や
『
鳳
翼
』
10
月
号
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

〈
広
島
支
部
創
立
80
周
年
記

念
総
会
〉
▽
10
月
10
日
（
土
）

17
時
〜
▽
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン

プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
広
島
（
広
島

市
）

〈
葛
飾
支
部
総
会
〉
▽
10
月

11
日
（
日
）
13
時
30
分
〜
▽

和
楽
亭
（
葛
飾
区
）

〈
阿
賀
北
支
部
総
会
〉
▽
10

月
17
日
（
土
）
17
時
〜
▽
金

子
屋
別
館
（
新
発
田
市
）

〈
大
阪
府
支
部
総
会
〉
▽
10

月
18
日
（
日
）
12
時
〜
▽
ホ

テ
ル
阪
神
大
阪
（
大
阪
市
）

〈
流
通
研
究
会
総
会
〉
▽
10

月
22
日
（
木
）
18
時
〜
▽
神

田
キ
ャ
ン
パ
ス
10
号
館
「
相

馬
永
胤
記
念
ホ
ー
ル
」

〈
城
南
支
部
総
会
〉
▽
10
月

24
日
（
土
）
17
時
〜
▽
割
烹

だ
ら
毛
（
品
川
区
）

※
ワ
イ
ン
大
学
、
支
部
総
会

に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

【
校
友
会
事
務
局
】
℡
03
・
３
２

６
５
・
７
５
７
９

選選

挙挙

結結

果果

▽
青
森
県
今
別
町
長
選
挙

（
７
月
12
日
投
開
票
）

阿
部
義
治
氏
（
昭
48
経
営
）

３
選

き
た
伝
統
を
胸
に
、
新
た
な

歩
み
を
進
め
る
。

（
専
大
ス
ポ
ー
ツ
編
集
部
・

倉
林
光
琉

法
３
）

馬塲学長が大学の展望を語った


